










研究目的 

 概略 160 人の生産児に1 人の割で何らかの染色体異常をもった個体が生まれるという報

告もあるが,その染色体異常児の発見の増加につれて,新生児乳児期死亡率でも先天異常に

基因する疾患、の相対的,絶対的増加がみられしかも上位を占めるようになった。そこで今

回われわれはこの染色体異常児の予後について検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


